
報告１ 令和５年度市民大学講座の報告及び令和６年度事業計画に 
ついて 

 
戸田市民大学について 

平成２０年度開始。講座受講を単位認定する「市民大学講座」により構成。 

４５単位取得した方には修了証を授与。大学聴講補助制度の利用が可能。 

 

（１）令和５年度実績 ・・・参考資料１   

一部の講座でオンデマンド（YouTube による動画の期間限定公開）配信を実施した。 

※カッコ内は令和４年度実績数 

コース名 講座数 令和５年度受講者数 

くらしコース  ６（１１） ５５１（３１１） 

スポーツ・健康コース ７（１１） ２７８（５５３） 

地域の学びコース １５（１１） ２８０（３０７） 

大学連携コース ３（３） ６７４（５００） 

教養コース １６（１８） １，５９１（１，００１） 

リカレントコース ６（７） １５８（１３６） 

シニア向け市民大学 ３（―） １３０（―） 

合計 ５６（６１）回 ３，６６２（２，８０８）人 

 

（２）成果 

① シニア向け市民大学の実施 ・・・参考資料２ 

→従来、各公民館（３館）で実施していたシルバー講座を、５０歳以上を対象にしたシ

ニアの学びの場としてリニューアル。 

修了者には館外学習を実施し、各館を超えたつながりを創出した。 

② 現代的課題をとらえた講座の開催 

→市民の学びへの主体的な思いを形にする「市民企画講座」をはじめとして、世代を問

わず必要な知識であるネットリテラシーをテーマにした「現代課題講座」、市内で高度な

学びを体験できる「大学連携講座」など、様々な講座を開催した。 

また、オンデマンドの実施講座数を拡大し、より多くの市民が受講しやすい環境を整え

た。（令和４年度：６講座 → 令和５年度：９講座） 

今後も、よりニーズや地域課題を反映させた講座を開催できるよう、講座アンケートの

分析等に取り組んでいく。 

 

（３） 令和６年度事業計画 ・・・参考資料３     

分野の設定と講座の拡充・整理 

→従来のコースを見直し、新しく６分野に分類した（健康増進、教養、現代課題、大学

連携、地域活躍・人材育成、地域学習）。また、趣味講座と比較して高次で専門的なテー

マを扱う講座や人材育成につながる講座を中心に組み込み、市民大学講座の登録要件を

明確化した。庁内での生涯学習に関する意識の浸透や市民大学への認識が深まるよう、

関係各課に働きかけていく。 



令和6年3月22日現在

講座名 担当課 開講日 回数 全参加者数 新規配布

1 地元人気店のシェフが教える夏のイタリア料理
下戸田公民館

（東部福祉センター）
7/11 1 7 0

2 防犯講習会 くらし安心課 11/10 1 22 0

3 子育て講演会 生涯学習課 10/21 1 358 15

4 薬膳講座～アンチエイジングでいつまでも美しく健康に～
新曽南多世代交流館

(さくらパル)
11/26 1 19 0

5 人権講演会 生涯学習課 1/13 1 96 1

6 消費生活講演会 くらし安心課 1/17 1 49 0

7 ヨガ入門講座
新曽公民館

(新曽福祉センター）
6/3・10・17・24 4 38 1

8 骨こつ教室
福祉保健センター

成人保健担当
６/６・８/２３・
１２/１８・２/９

4 15 0

9 市民ボート体験教室 文化スポーツ課 6/10・10/22 2 48 0

10 ストレッチ・リズム体操
下戸田公民館

（東部福祉センター）
9/26・10/3・10・
17・24

5 77 5

11 市民体力テスト 文化スポーツ課 10/9 1 40 0

12 姿勢を整えるピラティス入門講座
新曽公民館

(新曽福祉センター）
10/2・16・11/6・
20

4 32 0

13 初めてのヨガ
美笹公民館

（西部福祉センター）
３/２・９ 2 28 0

14 ４種類の望遠鏡で楽しむ戸田の星空観望会
上戸田地域交流センター

（あいパル）
５/６ 2 20 0

15 彩湖周辺の野鳥観察①フィールド編
彩湖自然学習センター
（みどりパル）

5/20 1 13 0

16 戸田ぶらりウォーク
戸田市立図書館

上戸田分館
5/28・10/29 2 22 1

17 戸田の歴史～美笹地区の歴史～
美笹公民館

（西部福祉センター）
6/28・7/5・12 3 58 0

18 星空観察会：夏の星空
彩湖自然学習センター

（みどりパル）
8/19 1 12 0

19 とだ学 生涯学習課 10/7 1 18 7

20 郷土資料の活用講座 中央図書館 11/4 1 14 4

21 彩湖周辺の野鳥観察②フィールド編
彩湖自然学習センター

（みどりパル）
11/12 1 20 0

22 歴史ガイドとめぐる新曽地域の歴史ツアー
新曽公民館

(新曽福祉センター）
11/25 1 10 0

23 文化財街歩き 郷土博物館 11/12 1 18 0

24 文化財講座 郷土博物館 11/19 1 16 0

25 彩湖周辺の野鳥観察③
彩湖自然学習センター

（みどりパル）
12/17 1 14 0

26 彩湖周辺の野鳥観察④
彩湖自然学習センター

（みどりパル）
1/14 1 16 0

27 星空観察会：冬の星空
彩湖自然学習センター

（みどりパル）
1/20 1 13 0

28 彩湖周辺の野鳥観察⑤
彩湖自然学習センター

（みどりパル）
2/11 1 16 0

29 青山学院大学・戸田市連携講座 生涯学習課 5/13・20・27・6/3 4 457 3

令和5年度戸田市民大学講座実績

◆くらしコース◆

◆スポーツ・健康コース◆

◆地域の学びコース◆

◆大学連携コース◆

資料１

24546
四角


24546
フリーテキスト
資料１



30 埼玉大学・戸田市連携講座 生涯学習課 9/5・11・15・27 4 200 4

31 日本薬科大学連携講座「賢い薬局の利用方法」
新曽公民館

(新曽福祉センター）
10/31 1 17 0

32 サイエンスカフェ
上戸田地域交流センター

（あいパル）
5/28・9/10 2 9 4

33 韓国語の基礎と歌や文化を楽しく学ぼう
下戸田公民館

（東部福祉センター）
6/3・10・17・24・
7/1・8・15・22

8 123 9

34 英語でポップスを歌おう
下戸田公民館

（東部福祉センター）

8/3・17・31・
9/14・28・10/12・
26・11/9

8 94 5

35 歴史講座
新曽公民館

(新曽福祉センター）
10/4・１１・１８ 3 149 0

36 文学講座 中央図書館 10/1・8・15・22 4 32 2

37 男女共同参画フォーラム
上戸田地域交流センター

（あいパル）
11/18 1 24 4

38 人権教育指導者研修会 生涯学習課 11/1・7・13・24 4 551 0

39 フレッシュ短歌講座  言葉が「うた」になるとき
美笹公民館

（西部福祉センター）
11/8･15･22 3 25 0

40 古典講座 中央図書館 12/3・１０ 2 46 1

41
市民企画講座「アラフォー以上なら知っておこう　親の介護
と終活と看取り」

生涯学習課 12/9 1 22 13

42
市民企画講座「外国人と日本語で話すためのやさしい日本
語講座」

生涯学習課 1/27 1 16 4

43 茶道講座
新曽公民館

(新曽福祉センター）
１/１６・２３・３０・２/
６・１３

4 27 0

44
古典講座
（大河ドラマの主人公「紫式部」の生涯）

下戸田公民館
（東部福祉センター）

2/10・17 2 96 0

45 公開講座 生涯学習課 3/2 1 230 19

46 現代課題講座 生涯学習課 2/17 1 126 12

47 アーカイブズ・セミナー 郷土博物館 12/2・12/9 2 21 8

48 おはなしボランティア養成講座 中央図書館
7/26・8/22・9/5・
10/25・12/12

5 23 3

49
地元企業トップに聞く仕事術～日本における楽器の
普及について～

美笹公民館
（西部福祉センター）

10/29 1 36 0

50 緑化研修会 みどり公園課 10/2 1 14 3

51 樹木剪定技術講習会 みどり公園課 3/1 1 14 6

52 アクティブ避難DAY
上戸田地域交流センター
（あいパル）

2/3 1 38 4

53 HUG（避難所運営ゲーム）体験
上戸田地域交流センター

（あいパル）
2/4 1 33 6

54
【国際理解コース】
世界を知って多文化共生のまちづくり～中国編～

新曽公民館
(新曽福祉センター）

9/2・9・23・30 4 25 0

55
【健康増進コース】
効果的な体の動かし方を知ろう！ NHKテレビ体操
講師による本気の体操講座

下戸田公民館
（東部福祉センター）

１/12、１9、21、28 4 59 6

56
【健康増進コース】
「正しい歩き方」で地域をめぐる 健康まち歩き講座
～美笹地区編～

美笹公民館
（西部福祉センター）

9/13・30、
10/7・14

4 46 5

125 3,662 155

R4年度数値
(61講座)

156 2,808 97

※受講者数にはオンライン・オンデマンドの受講者も
含む
※オンデマンドは再生回数１回を１人としてカウント

◆シニア向け市民大学◆

合　計
（全56講座中56講座実施）

◆リカレント（学び直し）コース◆

◆教養コース◆



学びと人と地域活動をつなげ、共に学び、支え合う仕組みづくり

取組
活動や地域へとつなげる

公民館講座

＼戸田市民大学／
人生100年時代を応援するコース

１ 人生100年時代の「学び直し」を応援！
これからの地域でのくらしに必要とされるテーマに関す
るコースや、いつまでも元気に活躍できるように健康づ
くりを意識したコースを設け、生涯現役で活躍しようと
する皆さんの「学び直し」を応援します。
２ 共に学ぶ仲間とのつながりづくり
各コース約４回の連続講座で構成しています。同じ目標
に向かい仲間とともに学びあうことで、仲間づくり・つ
ながりづくりのきっかけにもなります。
３ 学びを通した地域とのつながりづくり
各コースの講座を終えた後も、地域の中でさらにその学
びを深め、活躍していけるような講座構成となっていま
す。また、市内で学びを継続できるような情報提供や活
動の場も紹介します。さらに、地域人材を講師とした講
座を予定しています。
４ 各コースの修了後には・・・
■修了証を発行します！ ■館外学習に参加できます！
バスに乗って市外の施設等の見学に行く館外学習を実施
します。各コース修了者との交流を図ります。

戸田市民大学シニア向けコースの特色

令和５年度のコース（講座）

テーマ 世界を知って多文化共生のまちづくり ～中国編 (戸田市友好都市「開封市」紹介含む。）～

講座の概要 講義や体験、交流をつうじて、日本と中国の相互の違いや良さを理解します。

内容
第１回：戸田市の国際交流事業と多文化共生を知る（講義：明治大学兼任講師 小山氏）
第２回：中国の文化や言語、生活を知る（講義） 第３回：中国伝統健康法「太極拳」を体験する（講義、体験）
第４回：中国の料理（水餃子）（体験） ※第2～4回の講義は中国出身の方が講師。戸田市国際交流協会と連携

国際理解コース

テーマ 「体操で毎日元気に！！中高年の健康づくり講座」

講座の概要 体操のプロから効果的に体を動かすコツを教わり、本気でラジオ体操を行います。

内容 第１・２回：健康と運動のつながりについて学び、自宅でも簡単にできるストレッチ体験（講義、実践）
第3・４回：効果的なラジオ体操やストレッチのコツ（実践→講師：NHKテレビ体操指導者）

テーマ 「正しい歩き方」で地域をめぐる 健康まち歩き講座 ～美笹地区編～

講座の概要 「正しい歩き方」を学び、美笹地区のまち歩きをします。楽しくウォーキングを始めませんか？

内容
第１回：「歩いて健康になろう！」（講義＋市のウォーキング事業（とだウエルネスマイレージ）を紹介）
第２回：「正しい歩き方」を知ろう！（実践→講師：健康運動指導士）
第３・４回：「正しい歩き方」で美笹地区を歩こう！（実践・・ウォーキングコース＆文化財めぐり）

健康増進コース

会場：新曽キャンパス（新曽公民館） 開催：９月2日,9日,23日,30日

会場：下戸田キャンパス（下戸田公民館） 開催：１月12日,19日,21日,28日

会場：美笹キャンパス（美笹公民館） 開催：9月13日,30日,10月7日,14日

生涯学習課

健康増進コース

24546
フリーテキスト
資料２



【講義】日本とは違う？
中国の文化や言語、生活

【講義】多文化共生とは？ 【体験】中国伝統健康法
「太極拳」にチャレンジ

【体験】中国料理(水餃子）
をつくる・食べる！

国際理解コース 世界を知って多文化共生のまちづくり ～中国編 (戸田市友好都市「開封市」の紹介含む。）～

講義や体験、中国出身
の方との交流を通じて、
日本と中国の相互の違
いや良さを学びました。
★受講者数→９名

健康増進コース 効果的な体の動かし方を知ろう！ 「体操で毎日元気に！！中高年の健康づくり講座」

【実践】NHKテレビ体操指導者による本気のラジオ体操講座【講義】健康と運動の関わりに
ついて学ぶ。（講師：保健師）

【実践】自宅でも簡単にできるスト
レッチ・筋トレ（講師：保健師）

「正しい歩き方」で地域をめぐる 健康まち歩き講座 ～ 美笹地区編 ～

新曽キャンパス(新曽公民館）

【実践】正しい歩き方で文化財
めぐりウォーキング！

【実践】正しい歩き方で市内
ウォーキングコースを歩こう！

【講義＋実践】 正しい歩き方」を
知ろう！（講師：健康運動指導士）

下戸田キャンパス
(下戸田公民館）

美笹キャンパス(美笹公民館）

【講義】「歩いて健康になろう！」
（講師：保健師）

保健師の講義と体操指
導者による実技により
健康づくりのポイントと
なる食事や習慣的な運
動について学びました。
★受講者数→１５名

保健師による歩くこと
の大切さ、健康運動指
導士による正しい姿勢、
歩幅等を学び、実践とし
て地域を歩きました。
★受講者数→１５名

健康増進コース



No
講座設定根拠

施策・取組
開催目的
講座分類

学習者にとっての
到達目標

テーマ
具体的な内容

（タイトル）
対象者 開催方法 講　師 開催日 時間 回数 定員 会場

1
青山学院大学連携
講座
「教育現場の今」

全年齢対象
（中高生～）

講義形式
（会場開催＋オン
デマンド）

青山学院大学教員
5/18,25,6/1,8
（土）

午後
2：00～3：30

（90分）
4 80 文化会館

2
埼玉大学連携講座
「埼玉大学の研究を
共に学ぼう」

全年齢対象
（中高生～）

講義形式
（会場開催＋オン
デマンド）

埼玉大学教員

①9/10（火）
②9/13（金）
③9/18（水）
④9/24（火）

午後
2：00～3：30

（90分）
4 60

市役所大
会議室

3

【記念講演会】
「生涯学習」の楽しさ
や大切さを実感できる
機会

（仮）悪性リンパ腫《が
ん》ｽﾃｰｼﾞ4からの生
還

全年齢対象
講義形式
（会場開催＋オン
デマンド）

依頼中 ３/8（土）
午後

2：00～3：30
（90分）

1 100 文化会館

4 K　ターゲット別
子育て世代の悩み解
消、家庭教育に必要
な視点を身につける

【家庭教育講演会】
小中学生の保護者に
対する家庭教育支援

睡眠の質を上げよう
～良い眠りがこどもの
心と体を育てる～

小中学生の保護
者、市民（全年齢）

講義形式
（会場開催＋オン
デマンド）

東有限会社Sleepeace
代表　快眠セラピスト/
睡眠環境プランナー
三橋　美穂　氏

10/12（土）
午後

2：00～3：30
（90分）

1 60
市役所大
会議室

5
B 地域課題・社会課
題

社会における多様性
の理解、豊かな人権
感覚の醸成

【人権講演会】
小中学生の保護者に
対する家庭教育支援

（仮）共生社会
※障害福祉課と共催
予定

小中学生の保護
者、市民（全年齢）

講義形式
（会場開催＋オン
デマンド）

未定 12/7（土） 未定 1 70 文化会館

6
B 地域課題・社会課
題

社会における多様性
の理解、豊かな人権
感覚の醸成

【人権教育指導者研
修会】
さまざまな人権問題の
解決に向けた実践的
指導者を養成し、人
権教育の一層の充実
を図る

人権問題
①暮らしの中の人権
②ｲﾝﾀｰﾈｯﾄと人権
③子どもの人権
④犯罪被害者の人権

市内活動団体代
表者、市民（全年
齢）

講義形式
（会場開催＋オン
デマンド）

①埼玉県人権・男女共同参
画課　職員
②（株）情報文化総合研究
所　代表取締役
③（認定NPO）ｶﾀﾘﾊﾞ　ｵﾝﾗｲ
ﾝ・子供家庭支援ﾄﾞﾒｲﾝﾃﾞｨﾚ
ｸﾀｰ
④（公財）埼玉県犯罪被害
者援助ｾﾝﾀｰ講師

①１１/1（金）
②11/6（水）
③11/12（火）
④11/18（月）

午後
2：00～3：30

（90分）
4 文化会館

7
B　地域課題
D　社会貢献

現代社会の課題につ
いて学び、自分自身
ができることについて
考える

【現代課題講座】
現代社会が抱える課
題の実情を把握し、今
後の生活の展望を切
り開く機会とする。

（案）金融リテラシー 全年齢対象
講義形式
（会場開催＋オン
デマンド）

未定 ２月 未定 1 70 文化会館

8 C　地域資源の学習
地域に対する理解を
深める

【とだ学】
市内の施設等の見学
をとおして、市の取組
や地域の特徴につい
て学ぶ

戸田ボートコースの見
学（ボートコース、艇
庫などを見学し、地域
資源を学ぶ）

全年齢対象 施設見学
戸田ボートコース

12月 未定 1 20
戸田ボート
コース

9
B　地域課題
D　社会貢献

学んだことを地域づく
りに活かすための視
点を身につける

【市民企画講座】
講座への市民ニーズ
の反映、市民（企画
者）が講師となる機会
の創出

（案）事務局が設定す
るテーマに即したもの

全年齢対象 企画による 市民
１２月～１月
（予定）

未定 1～２ 20 未定

【社会教育及び生涯学習に関する講座計画指針に基づく講座分類】

Ａ　リカレント講座（就労や起業支援、スキルアップ）

令和６年度　講座実施計画（生涯学習担当） 6/30現在

新たな自分に出会う
～学びのキッカケづ

くり～
【生きがい・楽しさ】

F　教養
J　新たな学び・学び

のきっかけづくり

様々な分野の学びに
触れ、学ぶ楽しさを実

感できる

【大学連携講座】
・教養、最先端の研究
成果、アカデミックな
学びに触れる機会
・学び直しの促進

人生１００年時代を豊
かに生きる～ライフス
テージや多様な市民
ニーズに応じた学び
～
【課題解決・ライフス
テージ別】

まちを元気に
【地域を学ぶ・地域で
活かす・協働で取り
組む】

Ｄ　社会貢献・ボランティア Ｇ　健康増進 J　 学びのきっかけづくり
Ｂ　地域における課題解決 Ｅ　暮らしに役立つ知識・知恵 Ｈ　ICTの活用、リテラシー教育、デジタルデバイドの解消 K　 ターゲットを絞った講座
Ｃ　地域資源の学習（とだ学）、郷土愛の醸成 Ｆ　教養、アカデミックな学び、産官学民連による連携事業 Ｉ　自然体験

資料３



報告２ 戸田市民大学の修了者特典について 

 

（１）現行の特典（平成２４年３月～） 

  ４５単位を取得すると、特典を受けることができる。１講座１単位で、取得期限はなし。 

  特典① 学長である市長から修了証を交付 

  特典② 大学等聴講（聴講生制度、科目履修生制度、公開講座、開放授業講座）の

授業料の補助 

 

  【過去５年間の修了者数】 

年度 令和５年度 令和４年度 令和３年度 令和２年度 令和元年度 

人数 １０名 １４名 ５名 ５名 １１名 

   

【累計】１５３名 

 

（２）課題と展望 

  ・大学等聴講の補助が活用されていない。（補助実績１名） 

  ・新規の修了者が少ない。（令和５年度修了者１０名のうち新規は３名） 

   

→これまでに修了経験がない人に興味を持ってもらえるように特典の選択肢を広げる。

過去に修了経験がある人にとっても魅力的な特典を用意する。 

 大学等聴講補助制度については、積極的に分かりやすく周知・紹介していく。 

 

（３）次年度以降の特典案 

 ・図書カードの配布（令和７年度修了者～） 

…市民からのアンケートより：講座関連書籍を購入したい。 

 ・大学聴講補助制度の範囲を拡大 

  …現在の制度の対象は、「学校教育法（昭和２２年法律第２６号）に規定する大学が

行う聴講生制度、科目履修生制度、公開講座及び開放授業講座」のみが対象となっ

ている。 

 

  →上記以外に、自治体が実施している講座にも対象を広げる。 

   例：埼玉未来大学、さいたま市民大学（他市在住・在学・在勤でも受講可能講座あ

り）、他市在勤・在学者が通勤（通学）先の市民大学等を受講 

 

 【特典のポイント】 

  ・年代問わず使えるもの 

  ・学びの場面で使えるもの 

 



報告３ 生涯学習情報発信の強化について 
 
（１）各種生涯学習に関する情報冊子の統合 ・・・机上に配布 
  利用者の利便の向上及び各種事業の効率的な周知のため、市生涯学習講座・イベントを

掲載した『あなたも生涯学習を！』、戸田市出前講座『講座メニュー表』、戸田市人材バン

ク（戸田人材の森）『講師リスト』の冊子を、令和６年度から『戸田市生涯学習情報誌』

の１冊に統合し、発行した。 
 
 
 
 
 
 
 
（２）「市民大学カリキュラム予定表」内容のリニューアル  ・・・机上に配布 
  当該年度の講座カリキュラムの掲載が主だった「市民大学カリキュラム予定表」を、 
１冊で市民大学全体の仕組みがわかるように改変した。 

→別冊だった「受講者用の手引き」の統合、「受講者特典」及び「学びの記録（「学習の

記録」、「自分をふりかえるシート」）」の内容を追加し、受講者の利便の向上へ。 
 
（３）広報の強化 

  〇広報戸田市における周知 ・・・参考資料４    
全市民に市民大学を周知するために、市長公室広報担当と連携し、広報戸田市５月号で

市民大学特集記事を掲載した。 
 〇ＳＮＳにおける周知 
  各講座の情報を、市公式 LINE、市公式 Facebook、教育委員会公式 Facebook で周知。 
  講座内容が一目でわかる画像の添付等の工夫を行った結果、市公式 LINE を見て講座を

申し込む市民が増加した。 
 〇講座紹介動画の作成 
  実際に行われた講座の様子を紹介する１分動画を作成し、市ホームページに公開した。 
 

  

 

生涯学習関連 

講座・イベント 

『あなたも生涯

学習を！』 

市民企画講座「外国人と「日本語」で話すための「や

さしい日本語」講座（市民企画講座の概要説明、講

師・受講者が講座の中で交流する様子） 

公民館講座「プロから学ぶ珈琲の楽しみ方講座」 
（若者から高齢者まで多くの市民が参加し、にぎ

やかな講座の様子） 

生涯学習情報誌 

市民大学カリキュ

ラム予定表 



戸田で学び、戸田を知る。

戸田市民大学で「新しい学び」を

ここがおすすめ！ 戸田市民大学ここがおすすめ！ 戸田市民大学

年間を通じてさまざまな講座を開催年間を通じてさまざまな講座を開催

「戸田市民大学」は、市民大学講座で構成される市民の学びの場の総称です。「大学連携」や「地域の学び」など多彩な
分野から年間約50講座を開催しています。戸田市民大学で、さまざまな分野の学びにふれてみませんか。

■問い合わせ　生涯学習課（内線308）

大学連携

青山学院大学や埼玉大学などと連携し学びを深めます。

地域活躍・人材育成 地域学習 健康増進 教養 現代課題

※一部対象外の講座があります

青山学院大学・戸田市連携講座
「ジェンダーと学問研究」

地域人材を活用した公民館講座
地域のお店や企業、サークルの方が講師となって学びをお手伝いします。

「プロから学ぶ珈琲の
 楽しみ方講座」

「地元企業トップに聞く
 仕事術」

「地元人気店のシェフが教える
 夏のイタリア料理」

青山学院大学・戸田市連携講座 「教育現場の今」
とき：5月 18日～6月8日の土曜日、午後2時～3時30分【全4回】
第 1回：情報教育の最前線、第2回：子どもの読書と学校図書館、

　第3回：子どもの学びの多様性と学校現場、第4回：人生 100年時代と生涯学習
ところ：文化会館　3階　304会議室
申込：申込フォーム、電話またはFAXで　※オンデマンド配信あり 申込はこちら▶

今回紹介した講座以外にも、魅
力的な講座が盛りだくさん！自
分のペースで受講し、学びや経
験を深めていくことができます。
詳しくは市ホームページや冊子
「戸田市民大学カリキュラム」、
『広報 戸田市』情報ガ
イド欄をご覧くださ
い。

自家焙煎珈琲工房
まめぞう

株式会社トンボ楽器製
作所

ピッツェリアオオサキ
過
去
協
力
企
業（
一
例
）

とだ学（とだの魅力を発見）
市内の施設などを見学しながら学びます。

市民企画講座
市民が企画したアイデアをカタチにします。

市内の公共施設や介護施設、
戸田ボートコースなど、地域
のさまざまな場所に足を運び、
戸田の魅力を学びます。

◀とだ学
「彩湖から読み解く！ 戸田の防災」

企画者本人が講師になることも
できます！
企画の募集については、今後の
『広報戸田市』などでお知らせし
ます。
◀市民企画講座
「家族で取り組む産後ケア」

市内在住・在勤・在学者であれば、
誰でも受講できます。

対象講座であれば、どの講座か
らでも始められます。気軽にお
越しください。

入学手続不要！

1講座につき1単位を付与。45単
位取得した方へ修了証の授与と大
学の聴講制度の補助をしています。

自分のペースで
受講できる単位制！

市公式YouTubeで動画を限定
公開します。会場へ行かなくて
も、オンデマンドで学べます。

いつでもどこでも
オンデマンド受講！※

子どもから高齢者までOK
年齢制限なし！※

大学連携講座
青山学院大学の講義が戸田市にやっ

てくる！

4
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議題１ 第５次戸田市生涯学習推進計画進捗状況について 

 

●第５次戸田市生涯学習推進計画 （計画期間：令和３年度から令和７年度） 

  生涯学習の理念の実現に向けて、戸田市の状況と課題を踏まえて、取り組むべき施策の

方向性やその取組内容について明らかにすることを目的として策定。 

    ３つの基本方針を立て、各方針に沿った取組を実施し、生涯学習の推進を目指す。 

●基本方針 

 ①基本方針１（新たな自分に出会う ～学びのキッカケづくり～ ） 

  学びのキッカケを提供するために、ICT の活用やキッカケとなる講座をすすめる。 

②基本方針２（人生 100 年時代を豊かに生きる ～ライフステージや多様な市民ニーズに応じた学びの提供～） 

 ライフステージに応じた学びを充実させるとともに、災害・防災・環境など現代的・社会

的課題に応じた学びや、社会教育施設等地域資源を生かした学びの提供をすすめる。 

③基本方針３（まちを元気に ～学びの成果の活用と交流の仕組みづくり～ ） 

 学習成果を市民同士で共有し、新たな交流が生じる仕組みづくりを推進していく。 

 

達成状況  ・・・参考資料５   

基本方針 事業数 
目標達成（A・B 評価） 目標未達成（C・D 評価） 評価不可 

R3 R4 R5 R3 R4 R5 R3 R4 R5 

基本方針１ ８ 7 8 8 1 0 0 0 0 0 

基本方針２ １２１ 97 107 112 12 8 8 12 6 1 

基本方針３ ３５ 30 30 31 3 5 4 2 0 0 

評価基準及び詳細は参考資料５（第５次生涯学習推進計画進捗状況）を参照 

 

【令和３年度】コロナ禍により事業の中止・縮小が目立つ一方、生涯学習課の他４課（保育

幼稚園課、環境課、障害福祉課、協働推進課）が、従来の対面形式での実施に代わるオンラ

インを活用した取組を進めた。 

【令和４年度】新型コロナウイルス対策への市の制限の緩和により、事業を再開させた課が

多くみられた。対面とオンラインを併用する事業実施手法が定着してきた様子がみられた。 

【令和５年度】 

・約９割が目標を達成又は目標以上の取組を実施したと評価。 

・事業の実施に際し、前年度よりも周知や実施手法等の工夫がみられ、参加者数の増加や事

業の充実につなげられた課が多くあった。 

・生涯学習課の取組みとしては、これまで講座に来ていなかった層の確保に関する取組（1 

分間動画作成、LINE による周知等）や、学びを地域での活動へつなげる講座（人生 100 年 

応援コース）を、部局を超えた連携により実施。 



議題２ 次期生涯学習推進計画の策定方針（案）及び 

策定スケジュールについて 

 

（１）現状の整理-現行計画の評価と戸田市市民意識調査の結果から- 

戸田市生涯学習推進計画の評価と戸田市市民意識調査の結果に隔たりがみられる。 

戸田市生涯学習推進計画の結果  →各取組の９割を「達成」と評価（議題１） 

戸田市市民意識調査※の結果→市民自らが生涯学習を行っている意識が低い 

               市の生涯学習に関する取組を認識している人が少ない 

    ※戸田市市民意識調査…市民生活及び市政に関する市民の意見や要望を把握し、市の施策の基礎

資料とすることを目的として実施。まちづくの指針、目標、方策をまと

めた市の最上位計画である戸田市総合振興計画の進捗管理を合わせる

ため、令和６年度からは２年ごとに実施。 

 

市生涯学習事業の認知度・関心度や市民の「自身が生涯学習活動を行っている」実感に

課題。一方で、「生涯学習」に関連する活動を行うことへの興味関心がみられる。 

 

（２）次期計画策定に向けた課題 

 ・「戸田市生涯学習推進計画」の評価項目・指標の課題 

⇒「事業の実施」にとどまらず、事業実施後の参加者の変化を意識する。 

 ・事業の方法・内容、実施主体（行政・市民）の意識の課題 

  ⇒事業の目的の共有をする。生涯学習に関する活動の目標・目的を市民と共有する。 

市民が「生涯学習を行っている」という実感をもつとともに今後の活動につなげる。 

 ・「生涯学習」の言葉の認知度やアンケート聞き取り方の課題 

  ⇒「生涯学習」という言葉をわかりやすく共有する。 

 

※参考※ 市民意識調査結果（一部抜粋） 

マイナスの評価 

(問 22)高齢者⇒「趣味や生涯学習の場」の「満足」「まあ満足」と感じる割合が少ない。 

(問 24)公民館⇒「利用する機会・必要がない」に次ぎ「どこにあるか知らない」割合が多い。 

       「年齢別の利用者の割合」は、18～19 歳は 0、20～30 歳は 10 ポイント以下。 

(問 29)地域コミュニティへの参 ⇒男女とも 70％が「まったく参加していない」（年齢が上がるにつれ増加）。

参加しているものは、多い順で町会・自治会（26.6％）、ｻｰｸﾙ・ｸﾗﾌﾞ(13.6％)、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団体(6.9％) 

(問 35)市政への満足度（「生涯学習の推進」）⇒「どちらともいえない」（62.9％）、「まあ満足」（19.7％）、 

「満足」（3.3％） 

プラスの評価 

(問 26)「公共施設のサービス（機能）に求めるもの」⇒「生涯学習等の学びができる」（13.1％）であるが、

その他の選択項目で生涯学習に関連した内容が多く選ばれる（運動ができる、図書の閲覧や勉強がで

きる、文化や芸術が楽しめる、趣味、サークル等の活動や発表ができる等） 

(問 35)「市政に参加するとしたらどの分野に興味があるか」⇒「文化・スポーツ・生涯学習」（21.8％）また、男

性は女性に比べ５ポイント以上大きく、若い層も多い。 

【令和 5 年度結果】https://www.city.toda.saitama.jp/soshiki/152/kikaku-siminishiki.html 

https://www.city.toda.saitama.jp/soshiki/152/kikaku-siminishiki.html


 

（３）次期生涯学習推進計画の策定方針（案） 

 従来：首長部局の取組を含む市の生涯学習支援策を盛り込んだ「戸田市生涯学習推進計画」 

 

今後：生涯学習の理念や目的をふまえ、本市の生涯学習の目標や進むべき方向性を、 

学習者である市民と共有するための指針「戸田市生涯学習ビジョン（仮称）」を策定す

る。生涯にわたる学びによってひろがる可能性を市民の視点からわかりやすく共有し、

全市的に生涯学習を推進していくものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 従来（戸田市生涯学習推進計画） 「戸田市生涯学習ビジョン（仮称）」案 

体裁 冊子（41 ページ） Ａ３用紙１枚または数ページ 

内容 
首長部局の生涯学習支援策を盛り込

んだ生涯学習推進策・取組の提示 

市民の視点・立場に立った本市の生涯

学習推進の方向性の提示 

期間 ５年間（戸田市教育振興計画と同じ） ５年間（戸田市教育振興計画と同じ） 

評価 

全庁の取組の実施状況から評価 

（参加者数・開催数、取組の実施状況

等数値的な評価を中心） 

数値的な評価（参加者数、開催数等） 

意識や行動の変容の評価 

アンケート 

「生涯学習に関する市民意識調査」 ・「戸田市市民意識調査」の活用 

・関係各課が実施している市民アンケ

ート結果の活用 

・その他統計資料等の活用 等 

策定体制 

・市民会議の実施 

・社会教育委員会議 

・庁内策定委員会 

・社会教育委員会議を中心に策定 

・「戸田市教育振興計画」策定作業と連

携 

【参考】「戸田市生涯学習ビジョン（仮称）」の位置づけ（イメージ） 

↑施策の一貫性をもたせるため、次期「戸田市教育振興計画」（R8～R12 年度）と整合性を図り策定を進める。 

【参考】従来「戸田市生涯学習推進計画」と次期「戸田市生涯学習ビジョン（仮称）」の違い 



 

 

（４）策定スケジュール（案）について 

  令和６年度中は、骨子案や基本方針等の検討を中心に進める。 

  令和７年度は、全４回の会議において、「戸田市生涯学習ビジョン（仮称）」等の完成へ

向け進めていく。 

 

 

●社会教育委員会議の予定 

Ｒ６ 

７月１８日   次期「戸田市生涯学習ビジョン（仮称）」 

（策定進め方の確認） 

  

２月      骨子案及び基本方針の検討 

Ｒ７ 

７月上旬  ① 戸田市教育振興計画（社会教育の取組）及び 

「戸田市生涯学習ビジョン（仮称）」の内容検討 

  

９月    ② 「戸田市生涯学習ビジョン（仮称）」の内容検討 

  

１１月   ③ 「戸田市生涯学習ビジョン（仮称）」の内容検討 

 

１月      パブリック・コメント 

 

２月    ④ 「戸田市生涯学習ビジョン（仮称）」成案完成 

  

（３月     教育委員会、議会報告） 

Ｒ８ ４月１日    施行 

 

    ※上記会議以外においても社会教育委員等に意見等聴取、進捗報告等実施 

    

 



 

議題３ 令和６年度社会教育関係団体への補助金交付について 

 

生涯学習課                          （単位：円） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【単位 PTA（各学校の PTA）の補助金額 積算根拠】 

均等割（１２２，０００）+人数割（３６０円×児童・生徒数） 

【令和 5 年度取り組み内容】 

繰越金の取り扱いについて 
昨年度と同様に各 PTA の繰越金額が前年度繰越金額を上回る場合には、補助金の返還を求めること

とし、繰越金額の削減を行った。 
 
 
 
 

 団体名 令和６年度 令和５年度 
１ 戸田市公立学校ＰＴＡ連合会 154,000 154,000 
２ 戸田第一小学校ＰＴＡ 416,480 434,840 
３ 戸田第二小学校ＰＴＡ 448,880 461,120 
４ 新曽小学校ＰＴＡ 383,000 370,040 
５ 美谷本小学校ＰＴＡ 235,760 236,120 
６ 笹目小学校ＰＴＡ 214,160 217,760 
７ 戸田東小学校ＰＴＡ 509,360 514,760 
８ 戸田南小学校ＰＴＡ 398,120 399,200 
９ 喜沢小学校ＰＴＡ 274,280 264,920 
１０ 笹目東小学校ＰＴＡ 340,160 345,560 
１１ 新曽北小学校ＰＴＡ 364,640 377,960 
１２ 美女木小学校ＰＴＡ 351,320 364,640 
１３ 芦原小学校ＰＴＡ 367,520 374,000 
１４ 戸田中学校ＰＴＡ 362,120 361,040 
１５ 戸田東中学校ＰＴＡ 319,640 317,840 
１６ 美笹中学校ＰＴＡ 223,160 229,280 
１７ 喜沢中学校ＰＴＡ 306,680 306,680 
１８ 新曽中学校ＰＴＡ 483,080 503,240 
１９ 笹目中学校ＰＴＡ 365,720 358,520 



 

こども健やか部 児童青少年課                       （単位：円） 

市民生活部 文化スポーツ課                        （単位：円） 

 

 交付団体名称 令和６年度交付予定額 令和５年度交付実績額 

１ ガールスカウト埼玉県第１８団 40,500 40,000 
２ 戸田市ボーイスカウト後援会 40,500 40,500 

 交付団体名称 令和６年度交付予定額 令和５年度交付実績額 

１ 戸田市文化協会 1,230,000 1,103,348 
２ 戸田市美術展覧会実行委員会 2,800,000 2,594,042 

３ 埼玉県ボート協会 
130,000 

（4 月 18 日付け交付決定） 
130,000 

４ 戸田マラソン大会実行委員会 13,244,000 9,242,254 
５ 戸田市民体育祭地区大会実行委員会 4,700,000 4,199,342 
６ 戸田市スポーツ協会 7,708,000 7,494,000 
７ 戸田市レクリエーション協会 1,113,000 1,113,000 
８ 戸田市スポーツ少年団 1,159,000 1,159,000 
９ 戸田リトルシニア野球協会 81,000 81,000 

１０ 戸田市少年野球連盟 81,000 81,000 
１１ 戸田第一小学校区スポーツ推進スタッフ 40,000 0 
１２ 戸田第二小学校区スポーツ推進スタッフ 40,000 40,000 
１３ 新曽小学校区スポーツ推進スタッフ 40,000 0 
１４ 美谷本小学校区スポーツ推進スタッフ 40,000 0 
１５ 笹目小学校区スポーツ推進スタッフ 40,000 0 
１６ 戸田東小学校区スポーツ推進スタッフ 40,000 40,000 
１７ 戸田南小学校区スポーツ推進スタッフ 40,000 40,000 
１８ 喜沢小学校区スポーツ推進スタッフ 40,000 40,000 
１９ 笹目東小学校区スポーツ推進スタッフ 40,000 0 
２０ 新曽北小学校区スポーツ推進スタッフ 40,000 0 
２１ 美女木小学校区スポーツ推進スタッフ 40,000 0 
２２ 芦原小学校区スポーツ推進スタッフ 40,000 0 
２３ 全国市町村交流レガッタ一般市民出場クルー 362,100 160,000 
２４ 全国市町村交流レガッタ一般市民出場クルー 362,100 160,000 
２５ 全国市町村交流レガッタ一般市民出場クルー 362,100 160,000 
２６ 全国市町村交流レガッタ一般市民出場クルー 362,100 145,060 
２７ 全国市町村交流レガッタ一般市民出場クルー 362,100 144,400 


